
―― 1 ――         みぬま通信 No.87  2021.07 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       青空の下で 菜の花摘み        

4 月 15 日 こぐま保育園の 3 歳児～５歳児総勢４５名の子どもたち 引率の大人８人で菜の花摘み

をさせてもらいました。前日が大雨だったので心配しましたが、朝から見沼田んぼクラブの方が集ま

り、準備してくださいました。青空の下、あたり一面に広がる黄色い花畑は、素敵な景観でした。子

どもたちは、副会長さんの最初の話をよく聞き、「この広い畑の中ならどこでも摘んでもいいよ」と言

われ、年長・年中児は一人１個のハサミを使って可愛い花束を作りました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                         菜の花摘みを終えた後の虫探しや探索活動もと

ても楽しんでいました。「体に赤い線の入ったカエ

ルがいたよ」「それは毒だよ」なんていう、子ども

どうしの可愛い会話も聞こえてきました。バッタ

をみつけた子もいました。 

                         帰ってから 菜の花を飾って昼食を食べ、お家

へのお土産にもできました。見沼田んぼクラブの

皆さん、ありがとうございました。 

                            こぐま保育園  増永 久美子 

                        

                        

                        

                        

                        

   見沼たんぼくらぶのイベント 

第 87号 
2021年 7月 

 

笛吹きも覚えました！ 

 

？ 

 

 

 

  

この花束も もっていくかい？ 

 

 

副会長さんのお話を よく聞いていました！ 

 

？ 
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見沼たんぼくらぶのイベント 
3号地の里芋・えび芋・八つ頭・ 

生姜・さつま芋栽培 

 3号地の標題の根菜栽培作業は当会本年度最

初の活動である。晴天に恵まれた作業日和であ

った。既に、畑の耕耘、マルチを張った畝造り、

化学肥料・発酵鶏糞・苦土石灰の施肥、畑の周

囲の除草などは全て完了している。 

 本日は、その畑に標題にあるような作物の種

芋の植付け作業が主な作業であり、参加者は１

７名。この中には、新規参加者もおられるが、

昨年度も参加された方々の比重は高い。夏季で

の作業が含まれるため、早朝開始となった経緯

もあり、この８時集合の本事業は女性にとって

は時間的に難しい面もあり参加は少ない。 

 

セレモニーは第 1回目で長くなったが、種芋

の植付けなどの作業手順が中心となる。植付ける

畝数は１９畝作られて、各畝には夫々黒色のフイ

ルムが張られている。植付け開始は西側の畝から

始められたが、畝数は１９畝作られており、本年

度の植付け畝の構成は里芋８畝、えび芋２畝、八

つ頭２畝、生姜 5畝、さつま芋２畝である。さつ

ま芋苗は入荷していないので、後日、さいたま市

在住の理事の方々により２畝に植付けられた。 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 畝間の間隔は除草機が充分活動できるようにし

て設計されている。作業員は所定の畝に所定の種

芋を植付けて行くが、マルチに穴が無い場合は各

自指定の寸法の棒を所持して植付けて行く。この

畑の経験者が多いだけに手順は順調に進行して予

定より早めの作業の終了となる。この畑の収穫は

晩秋になるが、収穫物の一部は社会福祉団体や保

育園に寄付されることになっている。簡易トイレ 

 

 

 

 

の設置も本日併せて行われた。 

第２回の実施は５月２８日（木）に実施され

た。予定より 1日遅れたのは、作業予定時間に

は雨との天気予報が出ており、実際に５月２７

日（水）午前中は可成りの雨天となったためで

ある。５月２８日（木）は好天に恵まれたが、

従来から雨天延期の場合は、既に予定が確定し

ており出席者が減少する例に漏れず、参加者は

１０名であった。 

 畑は、第 1回目より 1か月も経過しているこ

と、その間可成りの雨天があったこと、また、

畑の施肥は可能な限り作物に集中させるように

配慮したが、畝間などにも散布されたものがあ

り、雑草がこれをチャッカリ活用したらしく,

畝間にかなり成長を遂げた雑草が、スッポリと

畑一面緑を覆ってしまう状態になってしまって

いた。雑草たちのしぶとさ、而もその力強さは

驚くばかりである。それでも畝づくりの際、植

付けた「えび芋の親芋」からの新芽は雑草より

も背が高く成長していたことも特記しておこ

う。 

本日の作業は、まず除草機により畝間の除草

を行うと同時に、新芽の周り及び畝の周りで、

除草機が刈取り残った雑草を手作業により取り

除くことである。やはりマルチ内で成長した雑

草は可成りの根を張っているため引き抜くのに

相当の力を要するものもであった。 

時間の合間に、雑草の種類をメモしたが、 ４

０種を超える種名を数えることができたが、ま

だ可成りの種を見逃しているだろう。２回のお

茶時間を入れた作業で、畑一面を覆っていた雑

草も除草機の威力とそれと相まっての人手に寄

る除草によってどうにか綺麗な畑に仕上がった

ことになる。 

 

まだ、新芽を出していない種芋もあるが、調

べて見ると、「のんびり屋さん」もいるようで直

ぐ地面に顔を出しそうな新芽を準備しているも

のにも出会う。また、さつま芋の苗の植付けは

順調に成長を始めており、成長の段階で、蔓返

しの作業を着実に実施したいものである。 

（若野 忠男記） 
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見沼たんぼ地域の会員関係イベント 

越えては、住宅造成による盛土の地が増えて、

あるはずの在来種が消えていた。東武線の東側

の田んぼの畦で数本のイヌスギナのつくしんぼ

を観察。農薬散布のためか少ない。ここまで春

の七草のセリ、ナズナ、ゴギョウ（ハハコグサ）、

ハコベラ（ハクベラ、ハコベ）、スズシロ（ダイ

コン）や最後にホトケノザ（コオニタビラコ、

数株）は見つけられたが、見つけられないスズ

ナ（カブ）を「これは八百屋さんで見てね」と

の声（笑）。仲間内の観察会は和やかで楽しい。

ツバメとヒバリの姿と声に癒される。農道に咲

く高貴な薄紫の花姿・桐の花を観つつ進み、紫

色の外来種・ナヨクサフジは確認しつつも、石

橋を渡った芝川左岸右のカスマグサが消えてい

た。堤防左傾斜にあった「スミレ」は下見時に

は見事な開花株が見られたが、本番では見つけ

るのに苦労。何とか 1～2株の花が見られセーフ。 

大宮体育館前でお手洗いタイム。 

  大和田緑地公園特別緑地保全地区の北部雑木

林ではムサシアブミやホウチャクソウやナルコ

ユリ、ジュウニヒトエ、キランソウ等の花、サ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      大和田緑地公園のキンラン 

ワフタギの白い花、蕾のカマツカやマユミ等の

木の花を観た。圧巻はやはり保護柵内の絶滅危

惧種のキンラン（金鈴のよう）、ギンランの花（今

年は増えていた）。それに、ワニグチソウ、サイ

ハイラン。谷地に下りアズマヒキガエルのオタ

マジャクシ（5 月中旬には子蛙に）。ハナイカダ

やガマズミやアオハダの木の花、チョウジソウ

等を観察した。思わぬ終日の晴天下で、15:30、

無事、終了した。     

（鎌田 正男記） 

 

 

 

 

13:00さいたま市北区・市民の森正門前に集合。

午後降雨の予報に反して絶好の観察会日和。今般

は、昨年早々より続く新型コロナウイルスによる

３度目の防止策である都内「緊急事態宣言」や周

辺県の「まん延防止等重点措置」適用を受けて、

参加者の公募はせず、感染予防対策を講じたうえ

で、フレンド会員のみ対象としての実施。マスク

着用必須なうえに 3 密回避に配慮し 3 班を構成。

小林正治副代表理事の挨拶、行程やその見どころ

説明の後、陽光に輝いて眩しいナンジャモンジャ

（ヒトツバタゴ）の木の白い花にまず魅了されて

スタート。初夏の白い花は爽快感を高める。見沼

代用水西縁＜通称＝見沼川＞の船着場（河岸）が

あった川島橋を経由、隣の土呂自然の森ではケン

ポナシの木を確認した。果実酒が最高とか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここは市内見沼たんぼの絶景ポイントの一つ。

見沼代用水に沿う見晴公園の風車展望台に上る。

遠望の東側・大宮台地と低地に点々と残る緑の林

は、斜面林や社寺林だ。先日までは、菜の花畑と

桜並木の絶景が観られ、この日も風情がいい。さ

て、飲料水と農業用水の確保を目途とした見沼代

用水の改修工事は、昭和 53年（1978）に始まり、

平成 7年（1995）に終了。当工事に伴い、昭和 55

年（1980）に見晴公園や石橋下流域の第７調節池

や大宮第二公園が作られたという。もともと、見

沼田んぼがある関東平野は巨大な堆積盆地。この

田んぼは、洪積土＆泥炭土＆火山灰＆客土により

構成され、現在がある。 

東大宮メディカルセンターの当所への移設新築

に伴い、東武アーバンパークラインの北側と南側

の再開発が進行中、屋敷林と竹林とが姿を消し、

ウグイスの声が聞かれなくなった。また、踏切を 

 

 

 

 

見沼たんぼの春の七草と斜面林のキンラン・ギンラン   令和３年４月２５日（日） 

初夏の木の白い花や黄金の花に魅せられて  （NPO 法人 自然観察さいたまフレンド） 
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慶応義塾大学薬草園 

見沼代用水東縁に架かる締切橋の近く、大学付属浦和共立キ 

ャンパスには路地圃場２，３００㎡、温室８５㎡、林地１，２ 

００㎡の広い施設が設けられており、３月から１１月の土日な 

どを除いた平日には見学可能で一般に開放されている。生薬・ 

民間薬・家伝薬・漢方薬の区別、あるいは日本薬局方・薬事法 

などについて薬草園の現物の薬草の詳しい説明が伺える。 

  

下山口稲荷社（厳島神社と

も称される） 

見沼通線堀の東端に位置し、   

山口弁天、また弁天様ともよ

ばれ、古くは見沼の中ほどに弁財天として祀られていたが、沼地が 

無くなり現在地に移設された。暑い夏のある日、蓮見家の馬子が江 

戸からの帰り道、疲れ果てた旅姿の女を木曾路まで乗せたところ、 

女はそのお返しに「禁断の桐の小箱」を渡した。以後蓮見家では良 

いことばかり続いたが、暫くして誘惑に負けた主人が小箱を開ける 

と、「一枚の葉」があるだけ。それから蓮見家は不幸がつづき、見 

沼田んぼ一帯も水難が続き作物も獲れなくなった。困り果てた村人 

たちは、女は「見沼竜神の化身」だったとして弁財天として祀った 

という。 

  

附島氷川女体神社 

 東浦和から徒歩数分、大間木・蕨線の県道を南下、見沼代用水西縁を 

越えた左側の階段上に鎮座。緑区宮本の氷川女体神社が所有する２０石分 

の社領が、附島のこの土地に替地として与えられたのは１６２９年     

（寛永６年）なので、創建はそれ以降と推察される。 

社殿八町堤の高台にたち、遠くまで眺望が開けている。   

 

  

 

画題   もち家 

   作者   野間 靖代 

県道 214 号線が見沼代用水東縁と交差するところに架かる「締切   

橋」は、1675 年（延宝元年）に見沼溜井の一部を締め切って溜井の 

水を綾瀬川に排水し、入り江新田 52ha が開発されたときに、築かれ 

た締め切り堤防の下を流れる加田屋川にかかる橋に由来する。現在の 

県道はこの堤防を利用したもの。 

この場所には河岸が設けられ、画面の「もち家」も含めた多くの店 

ができて賑わったといわれる。しかし、入江新田が下流の村々から溜 

井の故と訴えられて、再び溜井に戻さざるを得なくなったため繁栄は 

永くはなかった。 
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  コロナウイルス期の桜花の独り言 

 JR 宇都宮線土呂駅を下車しておよそ１０分進

むと「市民の森・見沼グリーンセンター」である。 

今年の桜の花は早く咲き出したという。センタ

ー内には約２００本の桜木があり、芝生広場の東

端に密集している桜は３月２４日（水）において

「五分咲き」程であった。しかし、この日は土・

日の休日でもないのに、あちこちから沢山の観桜

客がやってきたので、桜木の下はビニールシート

等を敷き広げた客で一杯となったのだった。 

 友達同志で出来た人や恋人同志で来た人も見られ

るが、圧倒的に小さな子供を連れた家族連れが多い。

その数はあまりにも多く驚くほどであった。丁度昼

近いこともあって、シートの上にお弁当、飲み物、

果物、お菓子・・・等々を並べて昼食を摂っている

グループが目立つ。向こうでは昼食を終えたのか、

お父さんとボール遊びをしたり、兄妹で夢中になっ

て鬼ごっこをしている子たちもおり、色々な姿が眼

に入ってくる。 

 

 現在、新型コロナウイルスの拡散防止の面から、

多くの会社で「在宅勤務」の形態を採用している

ことがテレビや新聞等で報じられている。子供と

一緒に遊ぶ若いパパやママたちの姿が多く見え

るのは、コロナウイルスを主原因とする勤務形態

による疲れを、家族と一緒の花見によって癒すた

めに来ているのであろう。 

 春陽を浴びて輝く桜花に近づくと、薄いピンク

の花弁を、思い切り力を込めて広げ、「私の咲き

っぷりを見てください・・・」とでも言っている

かの如くであった。    （召田 紀雄記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見沼たんぼ探訪記 

お女郎地蔵と火の玉不動 

JR さいたま新都心駅東口前の中山道を与野方

面に進むと、広い歩道に半坪ほどの祠
ほこら

が建ち、

中には下記のいわれのあるお女郎地蔵と火の玉

不動の石塔が立っている。 

 

お女郎地蔵・・・昔、大宮宿の柳屋という旅

籠には、親に捨てられた千鳥と都鳥という名の

とても綺麗な姉妹が働いていた。やがて姉の千

鳥の方はある旦那と恋仲となり結婚の約束を交

わすこととなる。この頃、徳次郎という悪党が

千鳥を好きになり身請
み う

けをするということにな

る。千鳥に結婚話があることを徳次郎は知ると、

旅籠に火をつける等といやがらせを言うので

す。千鳥は自分自身の事で、他の人に迷惑を掛

けることは出来ないと悩み、自殺をするのでし

た。近所の人たちは千鳥を哀れみ、お女郎地蔵

を立てたということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火の玉不動・・・高台橋付近に飛ぶ火の玉は、

投身自殺をした「千鳥の霊魂」ということを解

き明かすためにある夜、一人の髭男が、木陰に

隠れその火の玉に切りつけたのでした。火の玉

は「キャッ」と言って消え、その後には異様な

顔の男が立っており、「俺は不動明王だ」と言う

のです。「それならば剣を持っているはず」とい

うとその男は「剣は今お前が切り落としてしま

ったではないか」と言って消えてしまいました。 

髭男が翌日高台橋に行くと、剣を持たない石

の不動明王が立っていたのでした。このことが

あって以来、不動様を「火の玉不動」と呼ぶよ

うになったそうです。   （召田 紀雄記） 
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 「見沼田んぼ」は、かつては田んぼを斜面

林が取り囲む緑地空間でした。現在、田んぼ

の面積は 6％をきり、それをとりまく斜面林は

年々減少の一途をたどっています。 

NPO法人エコ.エコは、2012年 12月から、（公

財）さいたま緑のトラスト 1 号地の西側の湿

地（約 1 ㌶）の希少種の保護活動を開始しま

した。エコ.エコではこの場所をマルコ（エス

ペラント語で湿地の意味）という愛称で呼ん

でいます。専門の方に調査していただいたと

ころ、249種の植物を確認、昆虫、クモ、カタ

ツムリなども調査し、保全活動に活かすよう

にしています。 

 

マルコの四季（保全記録、調査から） 

春 黄色いノウルシが咲き出したら、もう春

です。ウラシマソウ、アマドコロ、ウマノア

シガタ、ノアザミが湿地を彩り、5月になると

絶滅危惧種の小さなコガネグモに会えます。

作業中（写真）に、オオタカの声で元気をも

らいます。 

夏 湿地の女王ノハナショウブが咲き出すと

イヌヌマトラノオ、チダケサシ、ノカンゾウ、

シロネ、オオヒナノウスツボなどの花々が咲

き、ドヨウオニグモやアズチグモが目につく

のもこの季節です。空を見上げるとチョウト

ンボやウチワヤンマが飛び、疲れを癒やして

くれます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 秋 シロバナサクラタデ、サクラタデ、ワ

レモコウ、ヤマハッカ、ノハラアザミが咲き 

出すとアキアカネの大群が空高く飛び、空の 

 

高さを気づかせてくれます。 

冬 マユミの実が赤くなる頃、シジュウカラ、

アオジ、アトリ、マヒワ、カシラダカなどが

ヤブにやってきます。2月からヨシ刈りが始ま

り、このヨシで龍をつくります。 

 

生物多様性のシンボル  

見沼には竜神伝説があります。沼であった見

沼を干拓するときに、元々沼にすんでいた竜

が女性に姿を変え、工事の責任者である伊沢

弥惣兵衛為永に沼にすむ生きものを大切にす

るように頼みにいきました。願いはかなえら

れ、竜は天高くのぼっていったという話です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この話こそが生物多様性につながるという

ことで、メンバーの発案で、ヨシで龍を作る

ことになりました。2021年は、全長 20㍍の六

代目の龍「龍神・マルコ」が完成、今年は新

たに刈りとったヨシを活かして新たな龍全長

86㍍「龍神・彩」も完成しました。 

設立当初から多くの人に自然にふれあって

ほしいと願い、観察会をおこなってきました。

耕作放棄地を環境型農地（除草剤、農薬、化

学肥料不使用）として活用し、子どもたちに

畑体験をしてもらう活動もおこなってきまし

た。農と自然保護の連携が必要な時代です。

日本は単位面積あたり農薬使用が韓国に次い

で世界第 2 位の国です。小さな取り組みです

が、ささやかな風を、より良い未来になるた

めに送ります。 

参考文献 宮田正治「見沼の竜」幹書房 

東京新聞 2021 年 5 月 2 日 子どもの食は大丈夫か  

 

 

 

 

龍が見守る自然保護 

         NPO法人エコ．エコ副代表理事  加倉井 範子 
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「やどかり農園」 
            宗野政美さん 

 無農薬・無肥料の自然栽培で四季折々の野菜

を栽培している「やどかり農園」。その代表を務

めているのが宗野政美さんです。 

「やどかり農園」は、精神障害を持つ人たちが

地域で安心して暮らしていくための様々な支援

活動を行っている公益社団法人「やどかりの里」

が 2014年から運営する事業所の一つで、耕作放

棄地の開墾をスタートに、その後地元農家の協

力を得て、現在、緑区上野田、見沼区御蔵にあ

る約 5反の畑で年間 50種類ほどの野菜を栽培し

ています。 

 

                                                     

 

 

           

 

 

 

 

        （農園の風景） 

障害のある人たちの仕事の幅を広げるため

に、周囲にある農地を活用できないかと農業分

野での事業を模索していた宗野さん。賃金を支

払える農業の方法を探して収益性の高い養液に

よる野菜の施設栽培などを検討していました

が、ふと、賃金だけでいいのだろうか、はたし

てこの仕事に楽しさや喜びを感じることができ

るのだろうかという疑問が浮かびます。そんな

時に、自然栽培の農園を営む明石誠一さんと出

会います。 

 

 自然栽培は農薬や肥料に頼らずに、様々な微生

物がいる自然の複雑な環境を大事にして、その

中で植物が本来持っている力を生かした栽培方

法です。いろいろな生き物がいて、それぞれに

そこにいる意味があり、それで全体としての調

和が保たれる。人もまた同じ。皆それぞれ違う

けれど、誰もが全体にとって必要なひとりひと 

り。「やどかり」の求める農業とはこういう農業

ではないか、と思った宗野さんは明石さんの協

力を得て、互いの農園を行き来しながら研修を

積みました。 

 

 農作業にはいろいろな仕事があるので、時間

的にも体力的にもそれぞれの人が自分のできる

ことを分担して仕事を見つけ出すことができる

し、チームとして皆でかかわることで、相手へ

の思いやりや他者との一体感が生まれる、と宗

野さんは感じています。そして一仕事終えた後、

皆で過ごすランチタイムは何物にも代えがたい

ひと時だそうです。収穫した野菜はそのまま販

売する以外に、干し芋やドライトマトなどに加

工もしています。 

 

また、ライ麦やヘチマを栽培して麦わらスト

ローやタワシを作るなど、農を基軸にした取り

組みを広げています。地域はもちろんのこと、

様々な分野とつながっていくことで、また新し

い出会いや展開を生み出すことができる農業。

経済的にも兼ねあう形をつくるのはなかなか難 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （宗野 政美さん） 

しいけれど、かかわる人たちそれぞれの生活の

質が高まるようなことにつながる新しい世界が

築ければ、と宗野さんの模索は続きます。 

訪ねたその日、農園を吹き抜ける風が爽やか

でした。        （高橋 いずみ記） 

・農園の野菜や加工品などの販売に関しては下

記へお問い合わせください。 

  「やどかり情報館」見沼区染谷 1177-4  

Tel:048-680-1891～3 
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秋野菜栽培 

２号地 ： さいたま市緑区見沼４８４ 

見沼自然公園の南側 

   農地はスタッフが耕耘し、畝作りを済ませ、

種蒔きからの手作業ですから、畑づくりの

未経験者、子ども連れの方の参加を歓迎し

ます。 

  栽培種は大根各種、かぶ、小松菜、春菊な

どの予定です。 

作業日は下記日程（雨天順延）です 

（作業は１０時～１２時 ９時３０分より受付） 

 

①    ９月１１日（土） 種蒔き 

②    ９月２５日（土） 除草、間引き 

③  １０月 ９日（土） 除草、間引き、収穫 

④  １０月３０日（土） 除草、間引き、収穫  

⑤  １１月１３日（土）  収穫      

 

  申込み：７月１５日までに事務局（右欄下

記載の見沼たんぼくらぶ内）宛てにハガ

キで、住所、会員番号、氏名、年齢、電

話番号（同居の家族同伴の場合は、同伴

者の氏名、年齢併記のこと）提出してく

ださい。 

  参加費 ： 無料（諸経費は県負担） 

会員外の方は埼玉県土地水政策課に申込み

応募者多数の場合は抽選となります。 

 

里芋、えび芋、八つ頭、生姜栽培 

３号地：さいたま市緑区南部領辻字三角下 

作業日は下記日程（雨天順延）です 

（作業は８時～１１時 ７時３０分より受付） 

⑤ ７月８日（水） 除草 

⑥ ９月２日（木） 除草 

＊雨天順延 晩秋の収穫日は後日決めます。 

＊会員申込者限定 福祉施設・保育園に寄贈 

 

第８１回自然観察ハイキング 

[見沼の自然と史跡を訪ねて] 

9 月 18 日（土）9 時・JR 大宮駅東口（北寄り）

「子リスのトトちゃん」前にて受付 

 

 

 

  

  

早起きバード・ウォッチング 

ＮＰＯ法人   自然観察さいたまフレンド 

主催 

7月 4日（日）7時～8時 30分 

8月１日（日）7時～8時 30分 

9月 5日（日）7時～8時 30分  

集合場所：毎回、芝川・石橋集合 

さいたま市立大宮体育館下 

申込み ：当日、集合地 

参加費 ：無料 

コース ：芝川・石橋…大和田緑地公園… 

芝川・境橋…大宮第 3公園 

 

  

 

見沼たんぼくらぶのイベント案内 

会員の主宰するイベント情報 

スタッフの誘導で、路線バス⑦「根木輪」

下車 

コース：根木輪…常泉寺（広島・長崎の

火）…加田屋新田（ヒガンバナ）…見

沼自然公園 

申込み：当日、集合場所で８時３０分より 

受付 

  参加費：￥５００（ただし、会員無料） 

 

 

見沼たんぼくらぶ会員募集 

見沼たんぼクラブへの入会をお勧めします  

   見沼たんぼをもっと知りたい 

    見沼たんぼの自然に触れてみたい 

     見沼たんぼ保全に協力したい 

（ご検討のお方は下記の事務局に連絡下さい） 

 

 

mailto:masaismiyabi@coda.ocn.ne.jp

